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大逆転ニュース  
 国民第一の政治へ、国政に使命感。 

 

●朝長佐世保市長から日本海側拠点港選

定の陳情を受ける宮島大典民主党副幹事

長。長崎港・佐世保港共に拠点港へ。 

(’11 年 11 月 8 日・国会議事堂) 

 

●各地区で国政報告会を開催。宮島大典の

考えを発信するとともに、皆様と一緒に日

本の将来や抱える課題について考える。 

(’11 年 9 月 24 日・JA 世知原支店) 

 

 

 ●佐世保西地区大運動会で挨拶。日頃から

地域活動にご尽力頂いていることに対し

て感謝の言葉を述べる。 

(’11 年 10 月 23 日・金比羅小学校) 

●各地で開催された消防出初式に参加し、

消防団員の勇壮な姿を拝見。団員の皆様の

ご活躍と無火災・無災害を祈念する。 

(’12 年 1 月 7 日・松浦市) 

●民主党の長崎政治スクール開校記念講

座で、馬淵澄夫代議士に続き、「政権交代

後の安全保障政策」と題して講演。 

(‘11 年９月 11 日・長崎市内) 

 

 

〒857－0806 長崎県佐世保市島瀬町 
4 番 19 号バードハウジングビル 4Ｆ 
TEL:0956-25-1332FAX:0956-23-6143 

 

〒100-8981 東京都千代田区永田町 2-2-1
衆議院第１議員会館 915 号室                   
TEL:03-3508-3719  FAX:03-3508-8819 
 

本人によるオフィシャルブログ公開中!! 

お近くにお住まいの方・お知り合いの方を 

宮島大すけ後援会にご紹介ください。 

座談会・ミニ集会を開催させてください。 
身近な問題を話し合ったり、宮島の考えを聞いてみたいという集ま

りを開催させてください。少人数でもどこでも出前します!! 

宮島大すけ後援会からのお願い 

生年月日  1963 年 6 月 6 日 佐世保生まれ（47 才） 

学歴    佐世保市立山手小学校卒業 

      青雲学園中学・高等学校卒業 

一橋大学社会学部卒業 

議員歴   1991 年 長崎県議会議員当選（27 才） 

1998 年 衆議院議員初当選（34 才） 

2009 年 衆議院議員２期目当選（46 才） 

現在の役職  民主党副幹事長 

民主党長崎県第 4 区総支部長 

      衆議院 安全保障委員会 理事 

      衆議院 海賊並びに国際テロリズムの防止に 

関する特別調査委員会 理事 

      衆議院 憲法審査会幹事 
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新しい年がスタートしました。 

昨年は野田政権発足と共に、党において副幹事長の職

を拝命し、党運営の一役を担うこととなりました。中で

も全国各地からの要望の窓口となり、特に国土交通関連

の陳情を受ける役目を引き受けました。 

さて、今年は我が国にとって正念場の年となります。

3 月 11 日の東日本大震災は未曾有の国難となり、一日

も早く復旧復興を果たさねばなりません。また現下の世

界経済情勢は厳しく、昨年からの超円高水準は、製造業

をはじめとする輸出産業に大きな影を落としており、深

刻なデフレの克服と併せて大胆な景気対策が必要です。

加えて、不安が増す若年世代を含めて将来安心して暮ら

せる社会保障制度の確立、TPP の参加いかんに関わらな

い農林水産業の再生、議員定数削減を始めとする行財政

改革など、やらねばならない山積する課題を実行に移さ

なければなりません。どれもこれまで先送りされてきた 

 
 

大きな、難しい問題ばかりですが、“これらの解決なくし

て日本の将来はない”との思いで懸命に頑張って参りま

す。今年も宜しくお願い申し上げます。 

 

ᴣ ὟῬẎЖ 

●佐世保市内で街頭演説。市民の皆様へ政

府の取り組みを紹介すると共に、震災復

興、円高対策の必要性を訴える。 

(’11 年 11 月 20 日・四カ町アーケード) 

∆↑ Ⱪ꜡◓     

宮島大すけ事務所では、皆さんに宮島大典の活動を知っ

て頂くため、広報紙の発行と共にオフィシャルウェブサ

イト・オフィシャルブログ「大チャンネル」を運営して

います。「大チャンネル」は、本人が直接、日頃の活動

報告や思いを寄せています。 

西九州道の佐々～松浦間事業化に向け、松原副大

臣より「今月中にも環境影響評価及び都市計画の

手続きに着手できるものと考えている」との大変

喜ばしい回答。事業化へ大きな前進です。 

 

 



▼第 179 臨時国会で第３次補正予算が成立(11 月 21 日) 

▼仮設住宅の必要戸数が完成。避難者が 6 月時点の 4 万人か

ら、直近では 700 人へ減少しました 

▼被災地の住宅や道路に散乱するがれきの撤去がほぼ完了 

▼国会に原発事故調査委員会を設置。事故の再発防止に全力 
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●１月１２日、西九州自動車道建設促進

について、沿線４首長と共に国土交通省

を訪ねたところ、松原副大臣(当時)より

未着手の“松浦～佐々間”について、「今

月中にも環境影響評価及び都市計画の

手続きに着手できるものと考えている」

との回答がありました。長い間滞ってい

た本計画に『大きな前進』が図られたこ

とを喜ぶとともに、救急救命・防災・地

域活性化に重要なこの道路の１日も早

い事業化、完成に向け頑張ります。 

●佐世保市では、米国原子力艦の寄港の際における万一の

放射能漏れ事故に備え、モニタリングが実施されています。

折しも、東日本大震災による原発事故によって周辺住民の

避難という重大な事態となりました。そんな中で佐世保港

への原子力艦の寄港が相次いでおり、モニタリングポスト

のさらなる設置と強化が必要となっています。そこで、佐

世保市と共に国に対して働き掛けを行ったところ、平成２

３年度予算において現在の６箇所に加え、新たに俵ヶ浦半

島へモニタリングポストが設置されることになりました。

生活の安心・安全に向けて一歩前進です。 

●９月１７日、平戸オランダ商館

の開館式典に参加しました。式典

には秋篠宮御夫妻のご来臨を賜

り、F・D・ヘーア駐日オランダ大

使はじめ、多くの方にご参加頂き、

盛大に開催されました。式典後に

は祝賀パレードが行われ、平戸藩

主に扮した黒田平戸市長など各首 

長の皆さんが、ゆかりの歴史上人

物に扮して行列を先導されていま

した。今回の復元は、日蘭交流の

歴史を振り返る貴重な資料館とし

て、またこれから将来の日蘭の架

け橋となるシンボルとして、大き

な役割を果たしてくれることでし

ょう。長崎の文化を世界へ発信！ 

11 月 20 日、長崎県と佐賀県、松浦市などが実施した原

子力防災訓練の視察を行いました。今回の訓練は、玄海原

発が地震で自動停止し、放射性物質が放出したことを想定。

県や関係市、県警、陸自など計約 3 万 3000 人が参加する

過去最大規模のものとなりました。訓練の成果を糧とし、

国においても緊急時計画区域（EPZ）の見直しなど、きめ

細かい防災体制の確立へ早急に取り組んで参ります。 

また、国会では福島第一原発事故の原因究明のため、国

会に原発事故調査委員会を設置。委員には、各分野の専門

家 10 名を選定し、12 月 2 日の衆参両院の本会議において

議決致しました。政府(行政)のみならず、国会においても

震災・事故を教訓化するための調査を行います。 

●11 月 23 日、在日米軍の軍属が公務中

に起こした事件や事故について、米側が

刑事訴追しない場合は日本側で裁判を

行えるように、日米地位協定の運用を改

善することで日米両政府が合意しまし

た。民主党は政権公約において、「緊密

で対等な日米同盟」を掲げ、「日米地位

協定の改定を提起する」ことを国民の皆 

様と約束していました。今回の合意は大

きな前進であり、米軍基地を有する沖縄

県や佐世保市などの負担軽減に向けた

第１歩であります。今後も宮島大典は、

衆議院安全保障委員会の理事として、そ

して米軍基地を抱える県北選出の国会

議員として、地位協定の改定や対等な日

米同盟の構築に向け全力を挙げます。 

 

●民主党長崎県連と第４区総支部主催のタウンミーティングを開催。国会からは宮島大典、

福田衣里子代議士、大久保潔重参議が参加しました。会場は 380 名もの市民の皆さんで熱

気に包まれ、約２時間にわたり議員団と活発な意見交換を行いました。 

●日本海側拠点港の選定とは、日本と成長盛んな東アジ

アとの交流を促進し日本経済を活性化するため、これま

でのように全国津々浦々に港湾をつくるのではなく、日

本海側の港湾を戦略的に整備しようという国の政策で

す。こにおいて、長崎港と佐世保港が無事長崎港と佐世

保港佐世保市では、米国原子力艦の寄港の際における万

一の放射能漏れ事故に備え、モニタリングが実施されて

います。折しも、東日本大震災による原発事故によって

周辺住民の避難という重大な事態となりました。そんな

中 

す。宮島大典も長崎県や佐世保市と共に国への働き掛け

を行い、昨年 11 月、多くの公募の中から長崎港と佐世保

港が国際定期旅客の分野において拠点港に選定されまし

た。さらに、先進地の視察も行っています。 


